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尾道市立因島南中学校

改善計画

7月 1月

教師アンケート
めあて・ミッションを常に提示
毎時間のふり返りシートの実施
週１回の電子黒板・大型ディス
プレイの活用

100% 96.3% 96.3% B

教師アンケートの結果から，めあて・ミッ
ションを常に提示し，毎授業の振り返りの
実施が本校の授業スタイルとして定着しつ
つある。４月は電子黒板・大型ディスプレ
イを使いきれないことやミッションを提示
できていないことがあった。

○

・“できること”の凡事徹底を!! 全教職員で共通理解する機
会を増やすこと。
・電子黒板や大型のディスプレイをどう使っているのか校内
で職員同士の交流があればいいと思います。振り返りの定着
は本当に素晴らしいことです。有効に活用してください。
・めあての習慣化が授業内容の理解につながります。

・因島南中学校の授業スタイルが確立
し，そのスタイルが定着しつつある。
今後は振り返りを活用することで前時
と本時をつなぐことや，電子黒板や大
型ディスプレイを有効に活用できるよ
うに研修を進めていく。

生徒アンケートQ1～10「○○
の授業は，「できた」「わかっ
た」と感じることがある。」と
答えた生徒の割合（全教科平
均）【7月･11月実施】

85% 80.0% 94.1% B

一昨年度から生徒が意欲的に授業の見通し
をもって取り組めるような学習課題（ミッ
ション）を設定している。6月には授業交
流を通してお互いの授業を見ることやより
よいミッションについて考えることができ
た。10月24日の授業研究に向けて，ミッ
ションの工夫やタブレット・電子黒板等を
効果的に利用して日々授業改善に取り組
む。

○

・教師のやっているつもりが生徒には届いていない
ことが多いものです。南中タイムなどの意識づけ
を!!
・提示している学習課題についての生徒の受け止め
はどうなのでしょうか。生徒の「できた」「わかっ
た」の思いをできるだけその場でつかむことができ
て評価できるといいですね。

・南中タイムを学習の定着度の形成評
価としての授業改善に生かしたり，宿
題を徹底する手段の一つであることを
全教職員が意識したりすることで，よ
り効果的に活用していく。
・ミッションの工夫をすることで生徒
の意欲を高め，生徒が「できた」「わ
かった」と思える授業作りを進める。

自主学習評価シートの週１回
以上の活用

80% 18.9% 23.6% D

主体的に学びに取り組む態度を見とる目的で
「自主学習評価シート」を活用しているが，現
状ではシートをすることが目的となっている。
自主学習評価シートを活用した生徒の主体的な
学習に取り組む態度の評価の見とり方について
研修を重ね，活用を促していく。

○

・なぜ達成度が低いのかということも分析が必要ですね。
・達成値を上げるための具体的な取組を示してほしい。
・観点３の評価資料を新たな指標を作ってストックしていく
には労力がかかりすぎるのではないか。

・主体的に学びに取り組む態度を見とる研修
を９月と１２月の２回行う。毎週の「南中タ
イム」の中で「自主学習評価シート」を活用
することで，毎週の自学の取組を評価し，学
習を調整する力を育成する。

単元末に単元テストの実施 100% 100.0% 100.0% A

日頃から学力が定着しているかどうかを評
価し，授業改善にもつなげる。今後も単元
ごとのテストを実施していく。

○

・定期テストも含めて、評価の工夫から授業時数の
確保に留意を!!
・授業改善だけでなく，課題について早い段階での
フォローにつながるといいと思います。

・南中タイムや単元ごとのテストが自
分の学びを振り返り，自分の学習を調
整する機会となるように共通認識のも
と全教職員で取り組む。

調査問題の全国の正答率以上
１年生：標準学力調査４月
２年生：標準学力調査４月
３年生：全国学力・学習状況調
査５月

100% 96.4% 96.4% B

標準学力調査（1，２年），全国学力学習
状況調査（３年）の調査結果より，全国平
均と比べると，１年生は105.8％，２年生
は96.9％，３年生は89.8％であった。

○

・数値の定時のみになっていますが，この数値から想定でき
る課題は何でしょうか。
・学年による学力差はあると思いますが，学年が上がるごと
に数値が上がるように取り組んでもらいたい。
・学年が進むごとにデータが落ちている原因を分析してほし
いと思います。

・２年生，３年生は国語と数学の活用
問題の全国との差が学年が上がるごと
に悪くなっている。誤答分析を進めた
うえで，どうしてその間違いが起こっ
たかを把握し,その間違いが起こらない
授業改善を進める。

学校・地域（ふるさと）を
誇り，自分の生き方を見つ
め直すことができる生徒の
育成。

【ふるさと学の推進】
○各教科，道徳，特別活動と総合的な
学習の時間「ふるさと学」を関連させ
る。
○学んだことを積極的に発信し，自己
表現する意欲や力を高める。
○南中タイムの表現活動の時間設定

生徒アンケートQ31「自分達の
学んだことを人生や社会に生か
そうと思う」生徒の割合【7月･
11月実施】

95% 90.0% 94.7% B

昨年度の生徒アンケートではこの項目は
67％であり，肯定的な生徒の回答の割合は
大きく向上した。生徒会主催のボランティ
ア活動や防災教室，防犯教室，道徳，総合
的な学習の時間「ふるさと学」を通してよ
りよい生活・学校・地域・社会を目指す指
導が，学んだことを発信する意欲につな
がったと考える。

○

・先輩から後輩への気持ちを含めた学校の伝統や文化づくり
を1学期の早い時期に取り入れた方が…。
・全体的にはいい傾向だと思います。これからも取り組みを
継続発展させてください。分析するときに学年や内容ごとの
分析もできる範囲であれば改善につながっていくと思いま
す。
・昨年度67％の項目の目標値を95%に設定した理由はどう
いったことか。この項目は非常に重要だと思います。

・コロナ禍で取り組むことができな
かった行事や生徒会の取組，部活動を
３年生を中心に実施していくことで，
学校の伝統や文化を引き継がせる。
・学習発表会でふるさと学で学んだ事
を発信する機会を作ることで，さらに
よりよい生活・学校・地域・社会を目
指す指導につなげていく。

毎月の「重点項目を守って生活
している」生徒アンケート集計
【毎月末実施】

90% 86.4% 96.0% B

毎月の重点項目「一点突破・全面展開」を，生
徒通信および各教室に掲示して取組を進めた。
生徒個人の目標「プラスワン」のサイクルがこ
の重点項目にも関連していると考えられる。
『プラスワン作成・助言→取り組み・実践→自
己評価・他者評価→反省・改善→新たなプラス
ワン作成』のサイクルの定着の指導を進めた。

○

・好事例を早期に全教職員に紹介できる校内体制
を!! マンパワーをチーム因島南中に…。
・新たなプラスワンを作成する際，「生徒の意見も
参考にし重点目標を設定」することはいいことだと
思います。この内容が広く生徒に周知できるといい
と思います。

・２学期も生徒個人の目標「プラスワン」の
サイクルと重点項目を関連付けさせること
で，重点項目への意識付けを行い，全教職員
で同じ方向の指導を進める。行事や部活動等
にも関連付けることで生徒個人の目標「プラ
スワン」の取組を充実させ，向上心を育み実
行に移せるように指導する。

生徒アンケートQ23「みんなで
何かに取り組み，やって良かっ
たと感じることがある」と捉え
ている生徒の割合【7月11月実
施】

90% 88.0% 97.8% B

道徳の教材を生徒実態を踏まえ吟味し，授
業作りを進めた。今年度は育んできた道徳
的心情を発揮する場面（体育大会，部活
動，生徒ボランティア）が増えたことが生
徒アンケートの割合を高めた要因であると
考えられる。

○

・場面があっただけでは，肯定的評価は高まらない
と思います。教職員の良いかかわりや仕掛けがあっ
てのことだと思います。これからも良いかかわりを
もってやってほしいと思います。

・道徳の教材を生徒実態を踏まえ吟味し，ま
た，行事等を考えながら授業作りを進める。
道徳的心情を発揮する場面（学習発表会，部
活動，生徒ボランティア）を増やす事はもち
ろん，日頃の生徒の思いや考えに対して，全
教職員で良いかかわりをもてるように努め
る。

アセスの結果「友人サポート」
と「教師サポート」の因子５０
以上の生徒の割合【7月11月実
施】 70% 71.4% 102% A

生徒全員面接を実施し，体育大会を通じて集団
づくりを進めることができた。２学期も，生徒
全員面接を計画的に実施し，生徒理解を推進す

づくり」を推進する。 ○

・アセスの結果と行事等の関連について因果関係が
分かりません。
・計画的な全員面接ができていることはいいことだ
と思います。日々のちょっとしたかかわりや対話で
のつながりでさらに掘り下げることができると思い
ます。

・全教職員による「絆面接」や学年部
職員による生徒全員面接を２学期も実
施する。これらをきっかけとして，日
常生活における生徒とのつながりを更
に増やし，強化していく。

新たな不登校生徒を出さない。
（昨年度１３人）昨年度不登校
生徒のうち好ましい変化が見ら
れるようになった生徒数の増加
【毎月集計】

100% 25.0% 25.0% D

達成値が低いのは，目標値を高く設定したこと
と，昨年度と本年度の同月の欠席日数を比較し
たためと考えられる。取組としては，SCや
SSWと連携し，家庭訪問を行った。教育相談室
の担当者を常に配置され，きめ細やかな支援を
行うことができた。2学期からは，昨年度コロ
ナ回避のため欠席が多かった生徒を中心に，家
庭訪問等の早期対応を進める。

○

・基本的生活習慣（早寝早起き・ゲーム時間等）の
実態調査からも課題解決の方策が出てくるかも…。
・社会全体として人間関係づくりが困難な状況だと
思います。とにかく個々によって状況は異なるの
で，それぞれの繋がりを持っておいてほしいです。

・友人の良い面に気付こうとする視点を身に
着けさせるため，それをSＨＲで紹介する取
組を行い，互いに認め合う集団づくりを進め
ていく。
・生徒の生活習慣の実態把握を生徒会の各種
委員会と連携して行う。
・7月末の新たな不登校４名の支援を進める
とともに，未然防止に努める。

働き方改革アンケート肯定的評
価全項目の肯定的評価平均８
０％以上【毎月実施】【市：６
月･11月実施】 80% 65.2% 81.5% B

達成度は８０％を超えているが，達成値
65.2%は低く，アンケート10項目すべて

の心身が健康で充実感をもって働けるよう
に改革を進める。 ○

・アンケート数値以上の課題として受け止めて欲し
い。
・生徒と向き合う時間の確保は大切なことだと思い
ますが，向き合うとはどんな時間や場面なのかを話
し合ってみることもいいですね。

・地域や保護者との信頼関係の構築に
つとめ，自信をもって職責を果たし，
充実感を感じることができる職場づく
りに努める。
・風通しの良い職場づくりに努め，職
員の自主性を引き出す。

水曜日の定時退校日の実施

80% 39.1% 48.9% D

18時退校を設定しているが，月火木金にで
きない会議や仕事に取り組むことで実施率
は低かった。 ○

・週1回の実施は今後も努力していく必要がありま
すね。

・当日になってスケジュールを確認し
ていたのでは実施は難しい。会議や研
修は入れず，実施を徹底する。

時間外勤務月４５時間以下を６
カ月以上実施 80%

　

令和４年度　学校評価表　

学校教育目標
社会で通用する基礎・基本を磨き，

よりよい自分・学校・社会を目指す生徒の育成

a 　ミッション
【地域・社会における

本校の使命・存在意義】

地域に誇れる学校づくり
～　地域からの期待に応え，期待を超える学校づくりを　～

a   ビジョン
【実現しようとする

本校の将来像】

○オール因島南（学校・家庭・地域）で，連携・協働し，生徒を育む学校
○学校・地域（ふるさと）を誇り，自分の生き方を見つめ直すことに繋げる学校
○社会の変化に対応し，向上心を持ち，思いを実行に移せる学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b　中期経営目標 c　短期経営目標 d　目標達成のための方策 e　評価指標
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i
評
価

j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わ
からない。
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確かな学力
の育成

豊かな心
の育成

常に向上心を持ち，実行で
きる生徒の育成。

【向上心・実行力の育成】
○「特別な教科　道徳」の充実
『プラスワン作成・助言→取り組み・
実践→自己評価・他者評価→反省・改
善→新たなプラスワン作成』のサイク
ルの定着と充実に向けた指導を進め
る。
○教材ごとに教材吟味シートで吟味を
重ね，生徒実態を踏まえた道徳の授業
づくりを進める。

生活習慣の改善ときめ細や
かな見取りと対応による不
登校生徒の減少

【不登校の未然防止】
○生徒理解・学級への帰属意識を高め
る集団づくりの推進
・面談，アセス活用，学級経営の充実
○不登校生徒への支援の充実
・教育相談室生徒への計画的な支援
・家庭連携の充実と，ＳＣやＳＳＷと
連携した取組を進める。
○全職員・全生徒の全員面接の実施

魅力ある学校づ
くりと働き方改

革の推進

働き方改革の意識を持ち，
個々の教職員が業務改善に
取り組むことで生徒が，生
き生きと生活を送ることが
できる学校づくり

【働き方改革の推進】
○働き方改革の意識向上
「自分も起点」という位置に立ち，協
働して取り組む教職員組織の育成。
○超過勤務時間の削減
○退校時刻の設定と30分前の声掛け

「社会で通用する基礎・基
本」を身につけ，活かすこ
とができる生徒の育成。

【基礎学力の定着】
○単元テストの実施
○「学びのサイクル」の充実・発展
・授業と家庭学習と南中タイムと試験
を連動させ，個別指導に丁寧に取り組
む。
○家庭学習習慣の定着
・委員会による課題提出の取組
・タブレットとクラスルームの活用

本質的な問いを工夫し，授
業をファシリテートできる
教職員の育成。

【授業改善の推進】
○授業のめあて，振り返りとゴールイ
メージを持ち，授業をファシリテート
できる教職員の育成。
○学習課題（ミッション）として本質
的な問いを工夫し，生徒の意欲や探究
心を高め，表現力を育成する。
○タブレットと電子黒板を活用した授
業づくりの推進
○これらを活用した授業スタイルの確
立

様式1


